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会計 一　般　会　計 所管課 財　政　課

款 公　債　費
事業名 長期借入金利子償還金

項 公　債　費

目 利　　　子 補助単独の別 単独

市長査定・最終調整 予算計上 増減

① 当初要求　② 追加要求等 ③ ④(増減額) ⑤(増減額) ⑥=③+④+⑤

前年度 要求段階 財政課長内示 総務部長

⑥－①

事業費 150,118 146,855 141,670 ▲ 612 141,058 ▲ 9,060

財
源
内
訳

国 0

県 0

市債 0

その他 11,361 11,116 9,600 9,600 ▲ 1,761

一般財源 138,757 135,739 132,070 ▲ 612 131,458 ▲ 7,299

事業
概要

　市債とは、投資的事業（代表例は学校建設や道路整備等）などを行う際
に、単年度では財源確保が難しいことや住民負担を世代間で公平化（施設
を利用する全世代で負担）するために借り入れる市の長期借入金のこと
で、これまでに借り入れた市債の利子を償還（返済）する。

今年度
見直し
事 項

事業
目的

　過去に借り入れた市債の利子を償還する。

その他

現状と
背景

　過去の投資事業に係る償還のピークを超えたことや、補償金免除による
繰上償還が終了したことで、市債の元利償還額は今後減少していく見込
み。
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会計 一　般　会　計 所管課 財　政　課

款 公　債　費
事業名 一時借入金利子償還金（財政課）

項 公　債　費

目 利　　　子 補助単独の別 単独

市長査定・最終調整 予算計上 増減

① 当初要求　② 追加要求等 ③ ④(増減額) ⑤(増減額) ⑥=③+④+⑤

前年度 要求段階 財政課長内示 総務部長

⑥－①

事業費 4,000 4,000 4,000 2,000 6,000 2,000

財
源
内
訳

国 0

県 0

市債 0

その他 0

一般財源 4,000 4,000 4,000 2,000 6,000 2,000

事業
概要

　一時借入金とは、支払資金が一時的に不足した場合に借り入れる運転資
金のことで、この借入金の借入と償還は、長期借入金と異なり単年度を条
件に予算に計上せずに行えるが、その限度額は予算で定め、借り入れに
伴い発生する利子の支払いは、公債費として予算計上する。

今年度
見直し
事 項

事業
目的

　運転資金である一時借入金の一定期間の借入によって生じた利子を支
払う。

その他

現状と
背景

　出納室と連携して、日々の資金収支状況を精査し、利子の削減に努めて
いる。
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会計 一　般　会　計 所管課 出　納　室

款 公　債　費
事業名 一時借入金利子償還金（出納室）

項 公　債　費

目 利　　　子 補助単独の別 単独

市長査定・最終調整 予算計上 増減

① 当初要求　② 追加要求等 ③ ④(増減額) ⑤(増減額) ⑥=③+④+⑤

前年度 要求段階 財政課長内示 総務部長

⑥－①

事業費 1,000 1,000 1,000 1,000 0

財
源
内
訳

国 0

県 0

市債 0

その他 0

一般財源 1,000 1,000 1,000 1,000 0

事業
概要

　一時借入金とは、支払資金が一時的に不足した場合に借り入れる運転資
金のことで、この借入金の借入と償還は、長期借入金と異なる単年度を条
件に予算計上せずに行えるが、借入によって生じる利子については純粋な
支出であり予算計上して支払うこととなる。

今年度
見直し
事 項

事業
目的

　運転資金である一時借入金の一定期間の借入によって生じた利子を支
払う。

その他

現状と
背景


